た. 

(さあ、 わたし は 十分、 赤い くつのお かげで、 苦しみ 

を 受けて しまった わ。 これから みなさんに 見ても らう 

ように、 お 寺へ いってみ ましょう。) 

こう カレン はこ ころに おもって、 お 寺の 入口の ほう 

へいそぎ ましたが、 そこにい きついた とき、 赤い くつ 

が 目の前で おどって いました。 カレン は、 びっくりし 

て 引つ 返して しまいました。 

まる 一週間と いう もの、 カレン は 悲しくて、 悲しく 

て、 いじらしい 涙 を 流して、 なんども なんども 泣きつ 

づけました。 けれども 日曜日に なった とき、 



(こんど こそ わたし は、 ずいぶん 苦しみ もした し、 た 

たかい もして きました。 もう わたし もお 寺に すわって、 

あたま をた かく 上げて、 すこしも 恥じる ところの ない 

人た ちと、 おなじぐ らいた だしい 人に なった とおもう 

わ。) 

こう おもいおもい、 カレン は 勇気 を 出して いってみ 

ました。 けれども 墓地の 門に もま だは いらない うちに、 

カレン はじ ぶんの 目の前 を 踊つ ていく 赤い くつ を 見た 

ので、 つくづく こわくな つて、 心の そこから しみじみ 

悔い をかん じました。 

そこで カレン は、 坊さんの うちにい つて、 どうぞ 女 
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